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は

じ

め

に

1

初
の
征

服
王
朝
で
あ
る
遼
を
建
国
し
た
契
丹
が
、
北
東
ア
ジ
ア

・
東
ア
ジ

ア
の
国
際
情
勢
に
与
え
た
影
響
は
軽
視
で
き
な
い
。
そ
れ
は
唐

末
以
降

に
顕
著
な
も

の
と
な
る
が
、
そ
れ
よ
り
二
世
紀
も
早
い
七
世
紀
頃
に
既
に
顕
在
化
し

つ
つ
あ
り
、
東
ア
ジ
ア
の
情
勢
に
深
く
関
わ

っ

て
い
た
。

契
丹
は
、
地
理
的
に
中
華
文
明
圏
と
遊
牧
地
帯
と
の
中
間
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
双
方

の
勢
力
に
と

っ
て
は
戦
略
的
に
も
重
要

な
地
域

で
あ

っ
た
。

七
世
紀
初
頭
の
契
丹
は
、
第

一
可
汗
国
時
代

の
突
厥

に
従
属
し
て
い
た
が
、
太
宗
は
突
厥

討
滅
の
た
め
の
下
準
備
と
し
て
貞
観
二
年

(六

(
1
)

二
八
)

に
契
丹
を
唐
に
寝
返
ら
せ
、
東
の
守
り
を
突
き
崩
し
て
後
、
貞
観
四
年

(六
三
〇
)
に
突
蕨
を
滅
ぼ
し
た
。
ま
た
、
玄
宗
は
契
丹

・

契

の
酋
長
達
を
郡
王
に
封
じ
、
彼
ら
に
対
し
て
七
人
も
の
公
主
を
降
嫁
さ
せ
て
懐
柔
に
つ
と
め
た
が
、
そ
の
理
由
は
突
蕨

へ
の
牽
制
に
あ

っ

(
2
)

た
と
思
わ

れ
る
。

七
世
紀
終
わ
り
か
ら
八
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
契
丹
は
唐
と
突
厥

第
二
可
汗
国

の
狭
間
に
あ

っ
て
、
時
に
は
唐
に
帰
順
し
尖
兵
と
な

っ
て

突
厥

を
攻

め
、
時
に
は
突
厥

に
従
属
し
て
唐
に
脅
威
を
与
え
た
。
突
厥

史
、
と
り
わ
け
第
二
可
汗
国
に
お
い
て
、
契
丹

の
帰
属
を
め
ぐ
る
唐
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と
の
対
立
は
軍
事
上

・
外
交
上
の
重
要
問
題
で
あ

っ
た
。
本
稿
で
は
、
そ

の
時
期
の
契
丹
と
突
厥

第
二
可
汗
国
と
の
関
係
を
中
心
に
、
そ
の

展
開
を
見

て
い
く
こ
と
に
す
る
。

ま
た
、
本
稿
で
は
、
突
厥

の
ビ
ル
ゲ
可
汗
、
契
丹

の
可
突
子

(ま
た
は
可
突
干
)
な
ど
の
よ
う
な
個
人
の
行
動
を
中
心
に
す
え
て
当
時
の

国
際
情
勢

を
見
て
い
く
。
そ

の
理
由
の

一
つ
は
、
シ
ス
テ
ム
が
既
に
確
立
し
て
い
た
中
華
世
界
と
は
異
な
り
、
遊
牧
国
家
で
あ
る
突
厥

や
国

家
建
設
期

の
契
丹
に
お

い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
作
り
の
途
上
で
あ
る
た
め
に
相
対
的
に
個
人
の
寄
与
が
大
き
か

っ
た
か
ら

で
あ
る
。
個
人
史
を

通
じ
て
世
界
史
を
見
る
と

い
う
方
法
で
こ
の
テ
ー

マ
を
掘
り
下
げ
た
い
と
思
う
。

具
体
的

に
は
、
突
厥

第
二
可
汗
国
と
契
丹
が
特
に
深
い
関
係
を
持

っ
た
四
つ
の
事
件
と
し
て
、
①
契
丹
の
反
乱
と
突
廠

(六
九
六
～
六
九

七
年
)
、
②
突
蕨
包
囲
作
戦
と
可
突
干
の
乱

(開
元
八
年
)
、
③
可
突
干
の
再
度
の
乱
と
突
厥

ビ

ル
ゲ
可
汗
の
暗
殺

(開
元

一
八
年
～
二
二
年
)、

④
登
利
可
汗

の
契
丹
遠
征

(開
元
二
一二
年
)
を
取
り
上
げ
る
。

尚
、
本
稿

の
歴
史
的
背
景
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
先
行
研
究
が
あ
る
。
唐
代
の
契
丹
史
と
し
て
は
、
松
井
等
氏
、
田
村
実
造
氏
、
愛

宕
松
男
氏

ら
が
、
そ
の
全
体
像
に
つ
い
て
論
考
し
て
お
り
、
先
駆
的
な
基
礎
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
、
唐
代
の
契
丹
と
周
辺
民
族
と
の
関
わ

(
3
)

り
に

つ
い
て
は
、
突
厥

あ
る

い
は
渤
海
の
視
点
か
ら
、
日
野
開
三
郎
氏
、
古
畑
徹
氏
ら
が
考
察
し
て
い
る
。

(
4
)

ま
た
、
契
丹
人
の
名
前
は
史
料
に
よ

っ
て
異
な
る
の
で
、
本
稿
で
は

『旧
唐
書
』
巻

一
九
九

・
契
丹
伝

の
表
記
で
統

一
す
る
。
契
丹

・
蘂

(
5
)

の
動
向
や
人
物
関
係
の
複
雑
さ
を
明
瞭
化
す
る
た
め
に
相
関
図
を
附
し
た
の
で
、
参
照
し
な
が
ら
読
み
進
ん
で
頂
き
た

い
。



3 唐代の契丹と突廠第二可汗国

〈相関図:突 蕨と契丹 ・箋〉

突 豚
6ア9年10月 契 丹

突厥遺民の反乱 契丹・墨を煽動して、共に営州を襲撃

蜂起を煽動か?

黙畷
李尽忠・孫万栄によるr契丹の反乱」

万歳通天元年(696)～ 神功元年(697)

唐に加勢して鎮圧
以後、契丹 ・奨は突豚に従属

開 元2～4(714^716)契 丹 ・鍵は唐 に帰顧

ビ

ル
ゲ

可

汗

開元6(718)

丹攻撃を謙画?
レ

李失活(契丹)

ii

李大醜(葵)

開 元8(720>

可突ニヂに謀反を

教唆?
ゆ

開ラ壱9(721)

契丹 遠征

開元栂(722)

璽遠征

〈協力関係〉

開元18(730)

降伏

開元2◎(732)

援軍派遣

騰に囚附

契

丹

の
衙
官
翼

可
突

干

永楽公主

τ

李娑固(契丹)

閑元8、 攻撃 ・殺殺 開元8、

可突子が攻撃 ・殺殺

李欝干(契丹)

固
安

公
主

再婚

開光8、 擁立

燕郡公主
再婚

李魯蘇(薬)

李吐干(契丹)

開元13(725)

可突干と反 目し唐 に亡命

開元8、即位

東光公主

開元18
李魯蘇と東光公主は

唐に亡命

開元13、 擁立

醐 元18、 殺 殺

李
郡
固
東華公主

開元21、 ビルゲは親鉦して可突干を支援

開元22(734)ビ ルゲ、暗殺される

開元22 李過折(契丹)

開元23(735)

殺害

登利可汗

殺害

契丹・奨 ・唐の連合軍が

突豚を撃破

泥薩(契丹)

李帰国(璽)

唐軍と連繋しで
突蕨軍を撃退
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第

一
章

李
尽
忠

・
孫
万
栄
に
よ
る
契
丹
の
反
乱
と
突
蕨

(六
九
六
年
～
六
九
七
年
)

本
章
で
は
、
六
九
六
年
に
勃
発
し
た
契
丹
の
反
乱
と
突
厥

の
関
わ
り
を
見
る
。

突
厥

は
太
宗
に
よ

っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
後
、
約
五
〇
年
間
、
唐
の
鵜
康
支
配
下
に
屈
伏
し
た
が
、
調
露
元
年

(六
七
九
)

一
〇
月
、
独
立
を

(6
)

求
め
て
叛
旗
を
翻
し
、
か

つ
て
属
国
で
あ

っ
た
契
丹

・
奨
も
煽
動
し
て
営
州
を
襲
撃
し
た
。
し
か
し
、
突
厥

・
契
丹

・
婁
連
合
軍
は
唐

の
反

撃
に
あ

っ
て
敗
退
し
、
突
厥

遺
民
に
よ
る
北
東

ア
ジ
ア
へ
の
反
乱
の
拡
充
と

い
う
試
み
は
失
敗

に
終
わ

っ
た
。

そ
の
後

、
突
厥

遺
民
は
二
度

の
失
敗
を
経
て
、
永
淳
元
年

(六
八
二
)
、
第
二
可
汗
国
を
樹
立
し
た
。

一
方

の
契
丹

は
、
そ

の
後
も
唐

の

羅
鷹
支
配

下
に
服
し
て
い
た
が
、
万
歳
通
天
元
年

(六
九
六
)
五
月
、
営
州
都
督

・
趙
文
翻
の
苛
政
に
反
発
し
た
李
尽
忠

(松
漠
都
督
)
と

(
7
)

孫
万
栄

(帰
誠
州
刺
史
)
が
蜂
起
し
、
営
州
を
襲
撃

・
占
領
し
て
趙
文
翻
を
殺
害
し
た
。
同
年
五
月
、
唐
は
契
丹
討
伐

軍
を
営
州
に
派
遣
し

た
が
、
八
月
に
は
契
丹
軍
に
よ

っ
て
撃
破
さ
れ
た
。
契
丹
の
反
乱
が
勃
発
す
る
二
ヵ
月
前

(六
九
六
年
三
月
)、
青
海

で
行
な
わ
れ
た
素
羅

(8
)

汗
山
の
戦

い
に
お

い
て
も
吐
蕃
軍
に
大
敗
し
て
い
た
唐
は
、
東
西
両
戦
線
で
惨
敗
し
、
苦
境
に
陥

っ
た
。
こ
の
時
、
唐
に
対
し
て
契
丹
討
伐
を

申
し
出
た

の
が
突
厥

で
あ

っ
た
。

唐
は
、
再
興
当
初
よ
り
突
厥

第
二
可
汗
国
を
認
め
ず
、
幾
度
か
討
伐
軍
を
派
遣
し
て
き
た
が
、
可
汗
の
黙
畷
が
、
こ

の
前
年
の
天
冊
万
歳

(9
)

元
年

(六
九
五
)

一
〇
月
に
降
伏
し
た
の
で
、
則
天
武
后
は
黙
畷
を
帰
国
公
に
封
じ
て
い
た
。

東
西
に
難
敵
を
抱
え
て
苦
闘
中
だ

っ
た
武
后
は
突
厥

の
申
し
出
を
喜
び
、
万
歳
通
天
元
年

(六
九
六
)
九
月
、
契
丹
征
伐
を
命
令
し
た
。

突
厥

軍
は
、
翌
月

(六
九
六
年

一
〇
月
)
に
李
尽
忠
が
病
死
す
る
と
、
こ
の
隙
に
乗
じ
て
松
漠
地
方

の
契
丹
部
落
を
襲
撃
し
、
李
尽
忠
と
孫

万
栄

の
妻
子
を
捕
虜

に
す
る
等
、
早
々
に
戦
果
を
挙
げ
た
。
し
か
し
、
こ
の
後
、
敗
残

の
契
丹
軍
は
孫
万
栄

の
指
揮
下
で
再
び
勢

い
を
盛
り

返
し
、
翼
州

・
濠
州

(と
も
に
河
北
省
)
を
襲
撃
し
て
河
北
を
震
撚
さ
せ
た
の
で
、
唐
は
再
び
大
討
伐
軍
を
派
遣
す
る
が
契
丹
軍
に
敗
北
し



た
。
こ
の
折
も
突
厥

が
唐
を
援
護
し
、
孫
万
栄

の
本
拠
新
城

(万
栄
自
身
は
幽
州
を
包
囲
中
で
不
在
だ

っ
た
)
を
襲
撃
し
た
の
で
、
根
拠
地

を
奪
わ
れ
た
契
丹
軍
は
動
揺
し
て
敗
北
し
、
敗
残

の
孫
万
栄
も
下
僕
に
暗
殺
さ
れ
て
、
神
功
元
年

(六
九
七
)
六
月
、
契
丹
の
反
乱
は
鎮
定

(
10
)

さ
れ
た
。

こ
の
後
、
弱
体
化
し
た
契
丹

・
奨
は
突
厥

に
隷
従
す
る
事
に
な

っ
た
。

契
丹

の
反
乱
を
鎮
圧
す
る
過
程
で
、
突
厥

は
以
下
の
よ
う
な
利
益
を
得
た
。
①
反
乱
軍
を
撃
破
し
た
褒
美
と
し
て
黙

畷
が
則
天
武
后
か
ら

遷
善
可
汗

に
冊
立
さ
れ
、
復
興
突
厥

は
唐
よ
り
正
式
に
承
認
さ
れ
た
。
②
反
乱
鎮
圧

の
報
酬
と
し
て
突
厥

は
唐
か
ら
絹

・
鉄
な
ど
望

み
の

品
々
も
獲
得
し
た
。
③
突
厥

軍
は
契
丹
の
反
乱
の
隙
に
唐
の
北
辺
に
も
入
冠
し
た
。
④
突
厥

は
契
丹
と
異
を
属
国
と
な
し
た
。
⑤
こ
の
戦

い

(11
)

で
名
を
挙
げ
た
突
厥

は
征
西
に
乗
り
出
し
西
方

へ
も
勢
力
圏
を
拡
充
し
た
。

こ
の
様

に
突
厥

が
利
益
を
享
受
し
た
事
、
六
七
九
年

の
突
厥

遺
民
の
反
乱

の
時
に
も
突
厥

が
契
丹
を
煽
動
し
た
こ
と
等
か
ら
推
察
し
て
、

(12
)

六
九
六
年

の
契
丹
の
反
乱
も
突
厥

が
煽
動
し
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
先
行
研
究
も
あ
る
。

第
二
章

突
蕨
包
囲
作
戦
と
可
突
干
の
乱

(開
元
八
年
)

唐代の契丹と突厥第二可汗国
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(
一
)
突
厥

包
囲
作
戦

突
厥

は
契
丹
鎮
定
戦
を
通
じ
て
基
盤
を
強
固
に
し
、
以
後
、
唐
を
圧
迫
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
突
厥

の
従
属
国
と
な

っ
た
契
丹

・
奨
は
、

先
天
元
年

(七

一
二
)
に
は
捕
縛
し
た
幽
州
都
督
孫
栓
を
可
汗
の
黙
畷
に
献
上
す
る
等
、
突
厥

の
尖
兵
と
化
し
て
唐

に
対
し
て
脅
威
を
与
え

(3工
)

て
い
た
。

し
か
し
、
黙
畷
が
老
衰

で
残
虐
性
を
増
し
始
め
た
開
元
二
年

(七

一
四
)
頃
か
ら
、
黙
畷
が
横
死
し
、
甥
の
ビ
ル
ゲ

(砒
伽
)
が

軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
で
即
位
す
る
開
元
四
年

(七

一
六
)
ま
で
の
間
に
、
カ
ル
ル
ク

・
キ
ル
ギ
ス

・
ウ
イ
グ
ル
等

の
諸
族
が
突
廠
を
見
限

っ
て

(
14
)

(
15
)

(16
)

相
次

い
で
唐
に
内
附
す
る
な
か
、
契
丹

の
首
領
李
失
活
と
契

の
首
領

の
李
大
醜
も
唐
に
帰
順
し
た
。
玄
宗
は
契
丹

・
契

を
懐
柔
す
る
た
め
、

(
17
)

(18

)

李
失
活
と
李
大
舗
の
各
々
に
郡
王
号
と
都
督
号
を
授
与
し
て
公
主
を
降
嫁
さ
せ
、
営
州
都
督
府
を
復
置
す
る
等
し
て
東
北
辺
の
防
衛
を
強
化
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し
た
。

突
厥

の
混
乱
と
弱
体
化
を
見
て
攻
撃
の
好
機
と
判
断
し
た
玄
宗
は
、
開
元
六
年

(七

一
八
)
二
月
、
寝
返

っ
た
諸
族
も
動
員
し
て
北
伐
を

(
19
)

計
画
し
た
。
朔
方
大
総
管

・
王
唆
の
統
率
下
に
組
織
さ
れ
た
蕃
漢
の
混
成
軍
三
〇
万
か
ら
な
る
突
廠
討
伐
軍
に
は
、
李
失
活
と
李
大
酷
も
動

(
20
)

員
さ
れ
た
。
突
厥

討
伐
令
の
発
布
後
の
開
元
六
年
五
月
、
李
失
活
が
死
去
し
た
が
、
李
失
活

の
従
父
弟

・
李
娑
固
が
即
位
し
た
の
で
、
契
丹

軍
の
参
戦

が
中
止
に
な
る
事
は
な
く
、
翌
年

の
開
元
七
年
に
は
北
伐

の
最
終
計
画
案
が
決
定
し
、
開
元
八
年
の
秋
を
期
し
て
、
唐
軍
は
東

の

(21
)

契
丹

・
雲

、
西
の
バ
ス
ミ
ル

(抜
悉
密
)
を
先
鋒
と
な
し
て
東
西
か
ら
突
厥

を
包
囲
攻
撃
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

唐
に
よ
る
大
規
模
な
包
囲
作
戦
を
知

っ
た
ビ
ル
ゲ
可
汗
は
驚
愕
し
た
が
、
老
臣
ト
ン
ユ
ク
ク

(激
欲
谷
)
の
洞
察
通
り
、
開
元
八
年
九
月
、

短
慮
な
バ

ス
ミ
ル
だ
け
が
先
走

っ
て
突
厥

を
襲
撃
し
た
。
王
唆
率

い
る
唐
軍
も
契
丹

・
奨
も
出
兵
し
な
か

っ
た
の
で
、

バ
ス
ミ
ル
は
恐
れ
て

撤
退
し
た

が
、
突
厥

は
こ
れ
を
追
撃
し
て
打
撃
を
与
え
、
勝
ち
に
乗
じ
て
涼
州
と
甘
州
も
襲
撃
し
、
契
芯
も
掠
奪
し
て
、
唐
の
機
先
を
制
し

(
22
)

た
の
で
あ

っ
た
。

(二
)
可
突
干
の
乱

バ
ス
ミ
ル
が
突
厥

に
撃
破
さ
れ
、
契
丹

・
奨
も
出
撃
し
な
か

っ
た
た
め
、
玄
宗

の
計
画
し
た
突
厥

包
囲
作
戦
は
失
敗

し
た
。
同
じ
開
元
入

年
に
、
契

丹
で
衙
官

の
可
突
干
が
謀
反
を
起
こ
し
た
た
め
、
混
乱
状
態
に
あ

っ
た
契
丹
と
奨
は
突
厥

討
伐
に
出
撃
で
き
な
か

っ
た
と
思
わ

(
23
)

れ
る
。

本
節
で
は
可
突
干
の
謀
反
を
概
観
し
た
い
と
思
う
が
、
ま
ず
可
突
干
と
い
う
人
物
に

つ
い
て
諸
史
料
の
記
述
を
以
下
に
ま
と
め
、
人
物
像

を
見
て
お
き
た

い
。

・
契
丹
人
か
ら
の
人
望
が
篤
か

っ
た
。

(「饒
勇
に
し
て
衆
心
を
得
る

〔
『旧
唐
書
』
契
丹
伝
〕」
「衆
情

の
望
む
と
こ
ろ

〔『冊
府
元
亀
』
巻

九
九

二

・
外
臣
部

・
備
禦
五
〕
」)
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・
玄
宗
も
そ
の
名
を
知

る
ほ
ど
有
能
な
政
治
家
で
あ

っ
た
。

(開
元
六
年
に
李
失
活
が
死
去
し
た
際
、
玄
宗
は
可
突
干
に
勅
書
を
下
し
て

契

丹
の
統
治
を
委
任
し
て
い
る
)

・
軍
才

に
秀

で
た
驕
将
で
あ

っ
た
。

(李
過
折
と
兵
馬
を
分
掌

〔
『旧
唐
書
』
契
丹
伝
〕
、
静
折
軍
副
使
で
あ

っ
た

〔
『新
唐
書
』
巻
二

一

九

・
契
丹
伝
〕
、
開
元

一
〇
年
、
玄
宗
よ
り
左
羽
林
将
軍
に
任
命
さ
れ
た

〔
『旧
唐
書
』
契
丹
伝
〕
、
唐
軍
を
二
度
も
撃
破
し
て
い
る
)

・
外
交
的
手
腕
に
長
じ
て
い
た
。
(開
元
二

一
年
、
突
厥

と
渤
海
か
ら
援
軍
を
得
て
唐
と
対
戦
す
る
の
で
、
突
廠
可
汗
や
渤
海
王
と
連
合

で
き
る
だ
け
の
外
交
力
も
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
)

・
野
心
的
な
臭
雄
で
あ

っ
た
。

(二
度
も
主
君
を
試
殺
し
、
人
面
獣
心

〔
『旧
唐
書
』
契
丹
伝
〕
と
も
評
さ
れ
る
)

契
丹
王
達
が
恐
れ
て
排
斥
を
試
み
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
可
突
子

の
衆
望
と
能
力
が
王
達
を
凌
い
で
い
た
事
が
推
し
測
れ
る
。
李
失
活
が

死
去
し

た
直
後
の
開
元
六
年
六
月
、
玄
宗
は
可
突
干
に
勅
書
を
下
し
て
い
る
。
『冊
府
元
亀
』
巻
九
九
二

・
外
臣
部

・
備
禦
五
に
は
、
可
突

干

へ
の
命
令
と
し
て
、

(
忽
)

(
25
)

近
ご
ろ
押
蕃
使
蘇
泰

の
表
に
曰
く

「
突
厥
の
殺
児

(
1ー
ビ
ル
ゲ
可
汗
)
、
大
維
に
至
り
、
万
衆
と
揚
言
し
て
両
蕃

("
契
丹

・
奨
)
を
掠

さ

ん
と
欲
す
」
と
。
卿

の
智
勇
を
も

っ
て
彼
の
狂
愚
を
制
し

(中
略
)
宋
慶
礼
ら
と
と
も
に
簿
度
し
、
事
理
を
失
う
な
か
れ
。

(
26
)

と

の
玄
宗
の
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
勅
書
か
ら
、
玄
宗
が
可
突
干
を
信
頼
し
、
営
州
都
督

の
宋
慶
礼
と
連
繋
し

て
突
厥

に
備
え
る
よ

う
下
命

し
た
事
、
突
厥

の
ビ
ル
ゲ
可
汗
が
、
李
失
活

の
死
に
乗
じ
て
契
丹

・
奨

へ
の
侵
攻
を
企
て
た
ら
し

い
事

の
二
点

が
読
み
取
れ
る
。

可
突
干
は
、
こ
の
様
に
玄
宗
か
ら
篤
く
新
任
さ
れ
て
い
た
が
、
新
し

い
契
丹
王
の
李
娑
固
が
彼
を
警
戒
し
て
除
こ
う

と
し
た
た
め
、
開
元

八
年
、
謀
反
を
起

こ
し
た
。
李
娑
固
が
異
王
李
大
酪
と
と
も
に
営
州
に
逃
走
し
、
営
州
都
督
の
許
欽
澹
に
救
援
を
要
請

し
た
の
で
、
安
東
都

護
の
醇

泰
が
出
撃
し
、
李
娑
固

・
李
大
酪
と
連
合
し
て
可
突
干
と
戦
う
が
、
唐
軍
は
大
敗
し
、
醇
泰
は
捕
虜
と
な
り
、
李
娑
固
と
李
大
醐
は

可
突
干
に
殺
さ
れ
た
。
し
か
し
、
可
突
干
が
こ
の
後
、
李
娑
固
の
従
父
弟

・
李
欝
干
を
擁
立
し
て
玄
宗
に
許
し
を
乞
う

た
の
で
、
玄
宗
は
可
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突
干
の
罪
を
許
し
、
李
轡
干
を
契
丹
王
と
し
て
承
認
し
た
。
玄
宗
は
ま
た
、
亡
く
な

っ
た
李
大
醜
の
弟
李
魯
蘇
を
新
し

い
契
王
と
な
し
、
李

(
27
)

諺
干
と
李

魯
蘇
に
各

々
公
主
を
降
嫁
さ
せ
て
契
丹

・
璽
に
対
す
る
間
接
的
支
配
を
再
開
し
た
。

(三
)
ビ
ル
ゲ
可
汗
の
契
丹
遠
征
と
異
遠
征

(開
元
九
年
～
開
元

一
〇
年
)

(28
)

唐
側

の
包
囲
攻
撃
を
凌

い
だ
ビ
ル
ゲ
可
汗
は
、
翌
年

の
開
元
九
年

(七
二

一
)、
唐
に
遣
使
し
、
玄
宗

の
子
に
な
り
た

い
と
申
し
出
た
。
お

そ
ら
く

、
ビ
ル
ゲ
は
唐
側
の
再
攻
勢
を
危
惧
し
て
和
睦
を
懇
願
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の

一
方
で
、
ビ
ル
ゲ
は
契
丹
と
蘂
に
侵
攻
し
、
開
元
九
年
の
冬
に
契
丹
、
開
元

一
〇
年

(七
二
二
)
の
春
に
奚
を
各

々
攻
撃
し
た
。
突

厭
軍
の
契

丹

・
奚
へ
の
遠
征
は
突
厥

碑
文
に
し
か
記
載
が
な
い
が
、
ビ
ル
ゲ
可
汗
碑
文

(南
面
二
行
目
～
四
行
目
)
に
よ
れ
ば
、
突
厥

軍
は
、

(
29
)

契
丹

・
奚
の
人
畜
を
多
数
奪

っ
て
大
勝
利
を
収
め
た
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。
ビ
ル
ゲ
の
遠
征
動
機
は
二
つ
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
目
の
動
機
は
、

契
丹

・
異

が
突
厥

を
裏
切

っ
た
事
に
対
す
る
復
讐
戦
で
あ
り
、
二
つ
目
の
動
機
は
防
衛
戦
で
、
契
丹

・
奚
が
今
後
も
唐

の
尖
兵
と
な

っ
て
突

厭
を
脅

か
す
事
が
な

い
よ
う
、
打
撃
を
与
え
る
の
が
目
的
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

(四
)
可
突
干
を
煽
動
し
た
も
の

開
元

八
年
、
可
突
干

の
乱
が
勃
発
し
た
た
め
に
契
丹

・
奚
は
突
厥

包
囲
戦
に
出
撃

で
き
な
か

っ
た
。
突
厥

に
し
て
み
れ
ば
可
突
干
の
乱
が

幸

い
し

て
命
拾
い
で
き
た
の
で
あ
る
。
状
況
か
ら
考
え
る
と
、
筆
者
は
、
可
突
干
は
突
厥

の
教
唆
に
よ

っ
て
謀
反
を
起

こ
し
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

契
丹

・
奚
は
、
約
四
年
前
ま
で
突
厥

の
勢
力
下
に
あ

っ
た
か
ら
、
親
突
厥

派
、
反
唐
派
も
当
然

い
た
は
ず
で
あ
ろ
う

。
契
丹

・
奚
の
国
内

に
は
突
蕨

の
謀
略
に
応
じ
る
勢
力
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば

『通
典
』
巻

二
〇
〇

・
辺
防

一
六

・
庫
莫
奚

に
は
、

開
元

八
年
、
李
大
舗
、
毅
死
す
。
弟
の
李
魯
蘇
を
立
て
て
王
と
為
し
、
詔
し
て
固
安
公
主
を
妻
と
為
す
。
時
に
魯

蘇
の
牙
官
塞
黙
羯

、

謀
り

て
魯
蘇
を
害
し
て
突
厥

に
翻
帰
せ
ん
と
す
。
公
主
ひ
そ
か
に
こ
れ
を
知
り
、

つ
い
に
宴
を
設
け
て
塞
黙
羯

を
誘

い
捕
え

て
殺
す
。



唐代の契丹と突厥第二可汗国

 

9

(
30
)

と
見
え
、
牙
官

の
塞
黙
掲
が
、
奚
王

の
暗
殺
と
突
厥

へ
の
出
奔
を
画
策
し
て
い
る
。
突
厥

が
、
塞
黙
羯

に
契
王
の
暗
殺

を
唆
し
て
い
た
と
も

考
え
ら

れ
る
。
突
厥

は
ま
た
、
開
元
二
三
年
、
契
丹
遠
征
を
行
な
う
が
、
出
撃
前

に
奚
に
内
通
者
を
作
り
、
内
側
か

ら
奚

の
切
り
崩
し
を

(31
)

謀

っ
て

い
る
。
六
七
九
年

一
〇
月
に
唐
に
叛
旗
を
翻
し
た
突
厥

遺
民
も
契
丹

・
奥
を
煽
動
し
て
営
州
を
襲
撃
し
て
い
る
よ
う

に
、
突
厥

が
契

丹

・
異

を
煽
動
す
る
事
例
は
過
去
に
も
見
ら
れ
る
の
で
、
開
元
八
年
に
も
ビ

ル
ゲ
可
汗
が
契
丹
に
対
し
て
謀
略
を
し
か
け
た
可
能
性
も
あ
ろ

・つ
。翻

っ
て
可
突
干
で
あ
る
が
、
親
唐
派

の
契
丹
王
を
試
殺
し
、
唐
軍
と
も
交
戦
し
て
い
る
の
で
、
反
唐
で
あ
る
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。
可
突

干
は

一
〇
年
後
に
も
謀
反
を
起
こ
し
、
こ
の
時
に
は
明
ら
か
に
突
厥

に
降
伏
し
、
突
厥

軍
と
連
合
し
て
唐
軍
と
戦

っ
て

い
る
の
で
、
あ
る

い

は
開
元
八
年
の
時
点

で
ビ
ル
ゲ
可
汗
と
可
突
干
の
間
で
交
渉
が
始
ま

っ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

以
上
よ
り
、
筆
者
は
、
ビ

ル
ゲ
が
反
唐

の
可
突
干
を
煽
動
し
て
契
丹
に
内
紛
を
起
こ
し
、
契
丹

・
異
が
突
蕨
包
囲
作
戦
に
出
撃
で
き
な

い

よ
う
策
謀
し
た
と
考
え
る
。
更
に
言
え
ば
、
四
面
楚
歌

の
状
況
に
あ

っ
た
突
厥

に
と

っ
て
東
西
両
戦
線
に
軍
勢
を
派
遣
す
る
こ
と
は
危
険

だ

っ
た

の
で
、
ビ
ル
ゲ
は
西
の
バ
ス
ミ
ル
に
対
し
て
は
軍
事
力
を
投
入
し
、
東

の
契
丹

・
奚
に
対
し
て
は
謀
略
を
し
か
け
た
の
で
は
な
い
か

と
推
測

す
る
。第

三
章

可
突
干
の
再
度
の
乱
と
突
蕨
ビ
ル
ゲ
可
汗
の
暗
殺

(開
元

一
八
年
～
開
元
二
二
年
)

玄
宗

は
開
元
九
年
、
ビ
ル
ゲ
可
汗
の
請
願
に
応
じ
、
可
汗
と
父
子
関
係
を
結
ん
だ
が
、
突
蕨
に
対
す
る
敬
言戒
を
緩
め

る
事
は
な
く
、
同
年

(
32
)

に
は
朔

方
節
度
使
を
創
設
し
、
開
元

一
四
年
に
は
幽
州
節
度
使
に
五
軍
鎮
を
増
設
す
る
等
し
て
北
辺

の
防
備
を
強
化
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、

(
33
)

ビ
ル
ゲ
は
開
元

一
五
年

(七
二
七
)
、
吐
蕃

の
密
書

(瓜
州
挟
撃
を
提
案
)
を
献
上
す
る
事
で
玄
宗
に
忠
誠
心
を
示
し
た
。
当
時
、
唐
と
吐

蕃
は
河

西

・
朧
右
で
攻
防
戦
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
玄
宗
も
吐
蕃
と
突
厥

の
連
繋
を
危
惧
し
て
い
た

の
で
、
吐
蕃
と
決
別
し
た
ビ
ル
ゲ
を
嘉
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し
て
互
市
を
許
可
し
、
毎
年
絹
数
十
万
を
下
賜
し
た
。
ビ
ル
ゲ
は
以
後
、
中
国
に
は
入
冠
せ
ず
、
開
元
二
〇
年
に
は
玄
宗
の
協
力
を
得
て

(
34
)

キ
ョ
ル

・
テ
ギ

ン

(閾
特
勤
)
碑
文
も
完
成
さ
せ
て
、
唐
と
は
和
平
を
保

っ
た
。
し
か
し
、
表
面
上
、
唐
と
和
睦
し
た

ビ
ル
ゲ
は
開
元

一
八

年
以
降

、
契
丹
の
可
突
干
を
支
援
し
、
北
東

ア
ジ
ア
を
戦
場
と
し
て
唐
と
対
戦
し
た
。
本
章
で
は
、
可
突
干
の
再
度
の
乱
を
取
り
上
げ
、
唐

と
良
好

な
共
存
関
係
を
構
築
し
て
い
た
ビ

ル
ゲ
が
、
な
ぜ
契
丹
情
勢
に
深
入
り
し
て
唐
と
対
決
し
た
か
に
つ
い
て
も
考
え
た
い
と
思
う
。

(
一
)
可
突
干
の
再
度
の
乱
と
ビ

ル
ゲ
可
汗

の
契
丹
支
援

(
35
)

開
元
八
年
の
可
突
干
の
乱
が
終
息
し
た
後

の
契
丹
は
、
毎
年
の
様
に
朝
貢
を
欠
か
さ
ず
、
可
突
干
も
開
元

一
〇
年
、
玄
宗
よ
り
左
羽
林
将

(36
)

軍
を
授

け
ら
れ
て
井
州

(山
西
省
)

へ
の
行
幸
に
も
雇
従
す
る
な
ど
、
唐
と
は
良
好
な
親
善
関
係
を
維
持
し
て
い
た
。

し
か
し
開
元

一
三
年

(
37
)

(七
二
五
)
、
可
突
子
と
時
の
契
丹
王

・
李
吐
干
が
対
立
し
、
李
吐
干
は
妻

の
燕
郡
公
主
を
連
れ
て
唐
に
亡
命
し
た
。
こ

の
後
、
可
突
子
は
李

(38
)

郡
固
を
擁
立
し
、
玄
宗
も
こ
れ
を
承
認
し
て
李
郡
固
に
東
華
公
主
を
降
嫁
さ
せ
る
が
、
可
突
干
は
こ
の
新
し
い
契
丹
王
と
も
や
が
て
馬
が
合

わ
な
く

な
る
。
そ
し
て
開
元

一
八
年
、
可
突
干
は
使
者
と
し
て
唐
に
赴

い
た
時
、
唐
か
ら
も
冷
遇
さ
れ
た
の
で
遂
に
不
満
を
爆
発
さ
せ
、
李

(
39
)

郡
固
を
試

殺
し
て
屈
烈
を
擁
立
し
、
奚
を
脅
し
て
突
厥

に
降
伏
し
た
。

ビ
ル
ゲ
可
汗
は
、
援
軍
の
派
遣
を
要
請
す
る
可
突
干
に
応
じ
て
、
開
元
二
〇
年

(七
三
二
)
と
二

一
年

(七
三
三
)

に
派
兵
し
、
唐
軍
と

対
戦
す

る
が
、
突
厥

軍
と
唐
軍
の
交
戦
が

『旧
唐
書
』

『新
唐
書
』

『資
治
通
鑑
』
『冊
府
元
亀
』
に
記
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
開
元

一
八
年
以

降
の
唐

・
突
蕨

の
対
戦
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
る
事
が
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
契
丹
軍
を
撃
破

し
た
将
軍
が
出
し
た

戦
勝
報
告

書

「為
幽
州
長
史
蘇
楚
玉
破
契
丹
露
布
」

(以
下
、
「破
契
丹
露
布
」
と
略
す
)
が
、
『文
苑
英
華
』
巻
六
四
七
と

『全
唐
文
』
巻
三

五
二
に
載

っ
て
お
り
、
突
厥

軍
の
動
向
が
窺
え
る
。
琴
仲
勉
氏
は

「破
契
丹
露
布
」
の
発
布
時
期
等
を
考
証
し
、
古
畑
徹
氏
は
、
こ
れ
を
利

(40
)

用
し
て
唐

と
渤
海
の
戦
争
を
論
じ
て
い
る
。
た
だ
、
零
氏
は
史
料
の
考
証
に
と
ど
ま
り
、
古
畑
氏
の
論
考

の
主
軸
は
渤
海
と
唐

の
対
立

・
抗

争

で
あ

っ
た
。
本
節
で
は

「破
契
丹
露
布
」
も
史
料
と
し
て
、
突
厥

・
契
丹
連
合
と
唐
の
戦
い
を
見
て
ゆ
く
事
に
す
る
。
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開
元

一
八
年
に
謀
反
し
た
可
突
干
に
対
し
て
、
玄
宗
は
開
元
二
〇
年
正
月
、
吐
蕃
と
の
戦

い
で
戦
果

の
あ

っ
た
朔
方
節
度
使

の
信
安
王
緯

(41
)

(42
)

を
召
還
し
て
、
契
丹
鎮
圧
戦
に
投
入
し
た
。
信
安
王
緯
は
同
年
三
月
、
契
丹

・
契

・
突
厥
連
合
軍
を
幽
州

の
北
山
に
お

い
て
大
破
し
た
の
で
、

可
突
子

は
北
に
遁
走
し
、
異
軍
は
唐
軍
に
降
伏
し
た
。
「破
契
丹
露
布
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
合
戦
に
は
ビ

ル
ゲ
が
派
遣

し
た
突
厥

の
援
軍
が

(
43
)

参
戦
し
、
唐
軍
に
敗
北
し
た
と

い
う
事
で
あ
る
が
、
ビ
ル
ゲ
可
汗
碑
文
に
は
、
こ
の
敗
戦
に
関
す
る
記
載
が
な
い
。
突
厥

軍
が
敗
北
し
た
の

で
、
ビ

ル
ゲ
が
故
意
に
記
さ
な
か

っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

翌
年

の
開
元
二

一
年
、
ビ
ル
ゲ
は
自
ら
援
軍
を
統
率
し
て
可
突
干
の
加
勢
に
駆
け
つ
け
た
。
お
そ
ら
く
、
北
に
逃
走
し
た
可
突
干
が
、
突

厭
に
対
し
て
再
度

の
援
軍
派
遣
を
要
請
し
た
の
で
、
唐

へ
の
雪
辱
戦
を
期
し
た
ビ
ル
ゲ
は
自
ら
出
撃
し
た
と
思
わ
れ
る
。
可
突
干
が
、
こ
の

(
岨
)

当
時
反
唐
で
あ

っ
た
渤
海
に
対
し
て
も
共
闘
を
持
ち
か
け
た

の
で
、
渤
海
軍
も
可
突
干
に
助
勢
し
、
突
厥

・
契
丹

・
渤
海
連
合
軍
は
、
開
元

(
45
)

二

一
年

閏
三
月
、
都
山
に
お
い
て
唐
軍
を
撃
破
し
た
。
こ
の
会
戦
で
、
唐
側
は
総
大
将
の
郭
英
傑
と
呉
克
勤
が
戦
死

し
、
六
千
絵
人

(
『旧

唐
書
』

契
丹
伝
)
と
も
万
人

(『新
唐
書
』
契
丹
伝
)
と
も
言
わ
れ
る
将
兵
が
戦
死
し
た
が
、
勝
利
し
た
突
厥

陣
営
で
も
ビ
ル
ゲ
の
息
子
が

(
46
)

戦
死
し

て
お
り
、
戦

い
は
熾
烈
で
あ

っ
た
。

(二
)
ビ

ル
ゲ
可
汗
と
可
突
干
の
暗
殺

(開
元
二
二
年
)

(47
)

都
山

の
戦

い
で
突
厥

・
契
丹

・
渤
海
連
合
軍
に
敗
北
し
た
玄
宗
は
、
突
厥

と
契
丹
に
対
し
て
個
別
に
対
応
し
た
。
即
ち
、
突
厥

に
対
し
て

は
懐
柔
策
を
取

っ
て
ビ
ル
ゲ
可
汗
に
公
主

の
降
嫁
を
許
可
し
、
契
丹
に
対
し
て
は
精
強
な
軍
勢
を
差
し
向
け
て
反
撃
を
試
み
た
。

(
48
)

ビ
ル
ゲ
は
以
前
か
ら
公
主

の
降
嫁
を
切
望
し
て
き
た
が
、
玄
宗
は
突
厥

の
強
大
化
を
危
惧
し
て
こ
れ
を
拒
絶
し
て
い
た
。
玄
宗
は
、
長
年

の
希
望

を
叶
え
る
事

で
ビ
ル
ゲ
を
手
な
ず
け
、
契
丹
か
ら
手
を
引
か
せ
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
ビ
ル
ゲ
は
喜
び
、
開
元
二
二
年

(七

三
四
)

四
月
、
唐
に
使
節
を
派
遣
し
、
結
婚
を
許
さ
れ
た
事
を
玄
宗

に
謝
し
て
い
る
の
で
、
都
山
の
戦

い
が
あ

っ
た
開
元
二

一
年
閏
三
月
以

(
49
)

降
に
は
公
主
の
降
嫁
が
許
可
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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(50
)

翻

っ
て
契
丹
情
勢
で
あ
る
が
、
玄
宗
が
投
入
し
た
名
将
張
守
珪
が
、
開
元
二
二
年
四
月
、
契
丹
軍
を
撃
破
し
た
。
こ

の
戦

い
に
は
突
厥

軍

(51
)

は
参
戦
し
て
い
な
い
の
で
、
契
丹
軍
を
孤
立
さ
せ
る
と

い
う
玄
宗

の
外
交
戦
略
は
成
功
を
収
め
た
と
言
え
よ
う
。
し
か

し
、
ビ
ル
ゲ
自
身
が

(
52
)

大
臣

の
梅
録
啜

に
よ

っ
て
毒
殺
さ
れ
た
た
め
、
公
主
の
降
嫁
は
実
現
し
な
か

っ
た
。
ビ
ル
ゲ
可
汗
碑
文

(南
面

一
〇
行
目
)
に
よ
れ
ば
、
ビ

(
53
)

ル
ゲ
は
戌
の
年

↑

七
三
四
年
)
の

一
〇
月
二
六
日
に
死
去
し
た
。

一
方

、
張
守
珪
率

い
る
唐
軍
に
敗
北
し
た
可
突
干
は
、
偽

っ
て
降
伏
す
る
と
、
西
北
に
移
動
し
、
突
廠
軍
を
呼
び
寄

せ
よ
う
と
企
て
た
。

こ
れ
を

察
知
し
た
張
守
珪

の
部
下
王
悔
は
、
可
突
干
と
と
も
に
契
丹
の
兵
馬

の
権
を
有
し
て
い
た
李
過
折
に
命
じ
て
、
屈
烈
と
可
突
干
を
諌

殺
さ
せ
た
。
開
元
二
二
年

一
二
月
、
屈
烈
と
可
突
干
の
首
級
は
洛
陽
に
送
ら
れ
て
彙
さ
れ
た
。
こ
の
後
、
可
突
干
を
討
ち
果
た
し
た
李
過
折

は
、
玄

宗
か
ら
褒
賞
と
し
て
北
平
郡
王

・
検
校
松
漠
都
督
に
冊
立
さ
れ
た
が
、
李
過
折
も
ま
た
可
突
子
の
余
党
泥
禮
に
よ

っ
て
殺
害
さ
れ
た
。

(54
)

し
か
し
、
玄
宗
は
泥
禮
を
答
め
は
し
た
も

の
の
処
罰
は
せ
ず
、
松
漠
都
督
に
任
命
し
て
契
丹
の
支
配
を
委
任
し
た
。
泥
禮
も
唐
に
帰
服
し
、

後
に
は
攻
め
寄
せ
る
突
厥

軍
を
唐
軍
と
連
合
し
て
撃
破
す
る
。
玄
宗
は
泥
禮
を
懐
柔
し
て
契
丹
を
掌
握
し
、
あ
わ
せ
て
突
厥

へ
の
防
御
を
固

(
55
)

め
よ
う

と
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
泥
禮
も
、
か

つ
て
李
失
活
が
突
厥

を
見
限

っ
た
よ
う
に
、
ビ
ル
ゲ
亡
き
後

の
突
厥

に
見

切
り
を

つ
け
て
唐
に

帰
順
し
た
と
思
わ
れ
る
。

(三
)
ビ
ル
ゲ
可
汗

の
暗
殺
者

本
節

で
は
、
ビ

ル
ゲ

の
暗
殺
に
関
す
る
筆
者
の
推
察
を
述
べ
た

い
。
ビ
ル
ゲ
を
毒
殺
し
た
梅
録
啜

は
、
開
元

一
五
年
に
吐
蕃

の
密
書
を

持

っ
て
唐
に
派
遣
さ
れ
た
人
物
で
あ

っ
た
。
開
元

一
五
年
、
吐
蕃

の
書
状
を
携
え
て
入
朝
し
た
梅
録
啜

を
、
玄
宗
は
自

ら
引
見
し
、
紫
炭
殿

に
お

い
て
宴

で
も
て
な
し
た
。
梅
録
啜

は
、
前
年
の
開
元

一
四
年

=

月
に
も
来
朝
し
、
玄
宗
か
ら
将
軍
位
と
紫
砲

・
金
細
帯
を
賜
わ

っ
て

(
56
)

い
る
。
唐
と
の
和
睦
は
ビ
ル
ゲ

の
外
交
政
策
で
あ

っ
た
ろ
う
が
、
二
年
続
け
て
和
平
大
使
と
し
て
玄
宗
に
謁
見
し
、
互
市

の
許
可
を
得
る
と

い
う
大
役
を
果
た
し
た
事
か
ら
推
し
て
、
梅
録
啜

は
親
唐
派

で
あ
り
、
和
平
派
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
和
平
推
進
者
の
梅
録
啜

は
、
唐
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と
の
交
戦
を
辞
さ
な
い
ビ
ル
ゲ
を
許
せ
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
反
発
心
か
ら
ビ
ル
ゲ
試
殺
に
及
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

あ
る

い
は
、
唐
か
ら
梅
録
啜

に
対
し
て
、
可
汗
を
暗
殺
せ
よ
と
の
教
唆
が
あ

っ
た
の
か
も
知
れ
な

い
。
唐
は
こ
れ
ま

で
に
も
、
吐
蕃
の
宰

(
57
)

相

ロ
ン
チ
ン
リ
ン

(論
欽
陵
)
、
吐
蕃

の
将
軍
タ
グ
ラ
コ
ン
ロ
ェ

(悉
諾
遅
恭
禄
)
の
謀
殺
に
成
功
し
て
い
る
の
で
、
唐

に
と

っ
て
謀
殺
は
有

効
な
外
交
オ
プ
シ
ョ
ン
で
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
可
突
干
も
、
唐
に
唆
さ
れ
た
李
過
折
に
よ

っ
て
謀
殺
さ
れ
て
い
る

の
で
、
ビ
ル
ゲ
も
唐

側
の
謀
略
に
よ

っ
て
殺
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

(四
)
ビ

ル
ゲ
可
汗

の
契
丹
干
渉

の
理
由

玄
宗

と
和
睦
し
た
ビ
ル
ゲ
が
、
な
ぜ
可
突
干
を
支
援
し
て
唐
と
交
戦
し
た
の
か
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
本
節
で
考
え

た
い
と
思
う
が
、
先

に
筆
者

の
結
論
を
述

べ
る
と
、
ビ
ル
ゲ
の
目
的
は
、
契
丹

・
奚
を
唐
か
ら
切
り
離
し
、
い
ず
れ
は
第

一
可
汗
国
時
代
や
先
代
の
黙
畷
時
代
の

よ
う
に
突
厥

の
属
国
と
な
す
事
に
あ

っ
た
と
推
察
す
る
。

黙
啜

の
時
代
に
は
突
厥

の
従
属
下
に
あ

っ
た
契
丹

・
契
が
、
黙
啜

の
死
の
前
後
に
唐
に
寝
返

っ
た
た
め
、
即
位
後
の
ビ

ル
ゲ
は

一
度
も
契

.

丹
と
婁
を
支
配
で
き
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
開
元
六
年
、
開
元
九
年
、
開
元

一
〇
年
に
契
丹

・
契

へ
の
侵
攻
を
企
て
て

い
る
事
か
ら
、
ビ
ル

ゲ
が
契

丹

・
奨
の
制
圧
を
試
み
て
い
た
事
が
推
し
測
れ
る
。
ま
た
、
開
元

一
三
年
、
唐

の
使
者
に
対
し
て
ビ
ル
ゲ
が
発

し
た

「婁
お
よ
び
契

丹
は
、

も
と
は
突
厥

の
奴
な
り

(『旧
唐
書
』

『新
唐
書
』
突
厥

伝
)」
と

い
う
言
葉
か
ら
も
、
契
丹

・
奚
を
属
国
視
し

て
い
た
事
が
窺
え
る
。

も
と
も
と
覇
気
の
あ
る
ビ
ル
ゲ
は
即
位
直
後
か
ら
中
国

へ
の
入
冠
を
志
し
て
い
た
が
、
国
力
が
充
実
す
る
ま
で
自
重
せ

よ
と
謀
主
の
ト
ン
ユ

ク
ク
に
諌
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
開
元

一
五
年
、
唐
と
和
睦
し
た
事

で
ビ
ル
ゲ
の
政
権
は
安
定
し
、
毎
年
行
な
わ
れ

る
唐
と
の
絹
馬
貿
易

に
よ

っ
て
突
厥

は
経
済
的
に
も
潤

い
、
覇
気
に
相
応
し
い
だ
け
の
経
済
力
と
軍
事
力
を
獲
得
し
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
当
時
の
国
際
情
勢
を
見
る
と
、
唐
は
開
元

一
六
年
か
ら

一
七
年
に
か
け
て
、
河
西

・
朧
右
に
お
い
て
吐
蕃
に
対

し
て
連
続
攻
撃
を
繰

(
58
)

り
返
し

て
い
た
。
お
そ
ら
く
、
唐
は
開
元

一
五
年
に
突
厥

と
和
睦
し
た
こ
と
で
北
辺
の
防
衛
を
憂
慮
す
る
必
要
が
な
く
な
り
、
翌
年
か
ら
対
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吐
蕃
戦

に
専
念
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
北
方

・
東
方
に
対
す
る
唐
の
警
戒
心
は
薄
れ
、
そ
れ
を
好
機
と
捉
え
た
ビ

ル
ゲ
は
可
突
干

と
連
繋

し
、
北
東
ア
ジ

ア
へ
の
勢
力
拡
張
を
企
て
た
と
思
わ
れ
る
。

(五
)
可
突
干
が
唐
か
ら
許
さ
れ
た
理
由

二
度
も
主
君
を
試
殺
し
、
二
度
も
唐
に
刃
向
か

っ
た
可
突
干
を
、
な
ぜ
唐
は
二
度
と
も
許
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

西
北

に
突
厥

、
北
に
渤
海
を
ひ
か
え
た
契
丹
は
、
唐
に
と

っ
て
は
北
東
ア
ジ

ア
を
制
し
て
お
く
た
め
の
戦
略
的
要
地

で
あ

っ
た
。
契
丹
を

掌
握
し

て
お
く
た
め
に
、
玄
宗
は
契
丹
王
と
愛
王
を
承
認
し
、
代
々
公
主
を
降
嫁
さ
せ
て
懐
柔
し
た
。
可
突
干
は
確
か

に
叛
服
常
な
き
危
険

人
物

で
は
あ
る
が
、
契
丹
人
か
ら
の
人
望
も
篤
く
、
政
治

・
軍
事

・
外
交
に
能
力
を
発
揮
す
る
の
で
、
唐
は
こ
の
男
に
利
用
価
値
が
あ
る
と

判
断
し
、
重
用
し
続
け
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

い
っ
た

い
、
唐
は
太
宗

の
時
に
東
突
厥

(第

一
可
汗
国
)

・
高
昌
国
、
高
宗

の
時

に
西
突
厥

・
百
済

・
高
句
麗
を
滅
ぼ
し
た
が
、
旧
主
は

す
べ
て
助
命
し
て
唐
で
余
生
を
送
ら
せ
て
い
る
。
高
宗
は
、
六
七

一
年
以
降
、
唐
に
抗
戦
し
て
い
た
新
羅

の
文
武
王
が
謝
罪
し
た
時
に
は
こ

れ
を
許
し
て
い
る
。
周
辺
諸
族
に
対
し
て
寛
大
さ
を
示
す
の
が
太
宗
以
来
の
唐
の
外
交
政
策
で
あ

っ
た

の
で
、
玄
宗
も
可
突
干
を
許
し
た
と

思
わ
れ

る
。
ま
た
、
玄
宗
は
開
元

一
〇
年
、
井
州

へ
の
行
幸
に
同
伴
す
る
ほ
ど
可
突
干
を
気
に
入

っ
て
い
た
。
後

の
安
禄
山

の
よ
う
に
、
皇

帝

の
お
気
に
入
り
だ

っ
た
か
ら
許
さ
れ
た
、
と

い
う

こ
と
も
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。

第
四
章

そ
の
後
の
突
蕨
と
契
丹

(開
元
二
一二
年
の
登
利
可
汗
の
契
丹
遠
征
)

本
章

で
は
、
ビ
ル
ゲ
可
汗
と
可
突
干
亡
き
後
の
突
厥

・
契
丹

・
唐
の
か
か
わ
り
を
取
り
上
げ
る
。

『旧
唐
書
』

『新
唐
書
』
突
厥

伝
に
よ

っ
て
ビ
ル
ゲ
死
後

の
唐

・
突
厥
の
関
係
を
見
る
と
、
玄
宗
は
ビ
ル
ゲ
の
死
を
悼
ん
で
碑
文
と
廟
の
建
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(59
)

設
に
協
力
し
、
ビ
ル
ゲ
の
息
子
登
利
可
汗
と
父
子
関
係
を
結
ん
で
突
厥

の
幼
主
を
後
押
し
し
て
い
る
の
で
、
唐
と
突
厥

は
支
障
な
く
友
好
的

な
共
存
関
係
を
構
築
で
き
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
し
か
し
、
唐

・
突
厥
問
の
和
平
は
ス
ム
ー
ズ

に
確
立
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、

開
元
二
一二
年
、
唐
と
突
厥

は
契
丹

・
奚
の
帰
属
を
め
ぐ

っ
て
、
今

一
度
、
最
後

の
激
突
を
行
な

っ
て
い
る
。
『資
治
通
鑑
』
巻

二

一
四

・
開
元

一
ゴ
ニ
年

条
に
は
、

こ

の
年
、
契
丹
王
李
過
折
、
そ

の
臣
浬
禮

(
H
泥
禮
)

の
殺
す
と
こ
ろ
と
な
る
。
(中
略
)
突
厥

、

つ
い
で
兵
を
率

い
て
東
し
て
異

・

契

丹
を
侵
す
も
、
浬
禮
、
奨
王
李
帰
国
と
と
も
に
突
厥

軍
を
撃
破
す
。

と
見
え

る
。
こ
の
様
に

『資
治
通
鑑
』
で
は
、
攻
め
寄
せ
た
突
厥

軍
を
契
丹
と
奚

の
軍
勢

の
み
が
撃
退
し
た
と
記
さ
れ
て

い
る
が
、
『曲
江
集
」

所
収

の
玄
宗
の
勅
書
に
よ
れ
ば
、
開
元
二
一二
年
七
月
二
五
日
に
能
詑
離
山
で
行
な
わ
れ
た
戦

い

(
『曲
江
集
』
巻

一
四

「賀
破
突
蕨
状
」
等
)

と
、
同
年

八
月
～
九
月
に
行
な
わ
れ
た
戦
い

(
『曲
江
集
』
巻

一
四

「賀
東
北
累
捷
状
」
等
)
に
お
い
て
、
唐
軍
と
連
合
し
た
契
丹

・
奨
が

(60

)

突
厥

軍
を
撃
破
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
章
で
は

『曲
江
集
』
を
史
料
と
し
て
、
登
利
可
汗

の
契
丹
遠
征
の
経
緯
等
を

見
た

い
と
思
う
。

(
一
)
登
利
可
汗
の
契
丹
遠
征

契
丹
遠
征
は
、
開
戦
前
か
ら
突
厥

に
と

っ
て
は
分
の
悪
い
戦

い
で
あ

っ
た
。
亡
き
ビ

ル
ゲ
可
汗
を
弔
問
す
る
た
め
に
突
厥

を
訪
問
し
て
い

(61
)

た
李
栓
や
降
人
の
報
告
に
よ
り
、
突
厥

軍
の
出
撃
は
早

い
時
期
か
ら
唐
側
に
察
知
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
契
に
い
た
内
応
者

(椅
官
褥
雲
)

(
62
)

(
63
)

が
、
奚

王

・
李
帰
国

の
暗
殺
に
失
敗
し
、
同
盟
者
で
あ

っ
た
渤
海
も
突
厥

よ
り
離
反
し
て
唐
に
帰
順
し
た
た
め
、
突
蕨
は
謀
略
に
も
外
交
戦

略
に
も
失
敗
し
た
。

対
す

る
唐
は
、
あ
ら
か
じ
め
突
厥

の
動
向
を
知
り
得
た
た
め
に
応
戦
準
備
を
十
分
に
整
え
る
事
が
で
き
た
。
玄
宗
は
蕃
漢
両
将

(契
丹
の
(
64
)

泥
禮
、
婁

の
李
帰
国
、
幽
州
節
度
使
の
張
守
珪
、
平
盧
使

の
烏
知
義
)
に
対
し
て
勅
書
を
下
し
、
互
い
に
連
繋
す
る

よ
う
指
示
を
下
し
た

の
で
、
契
丹
軍

・
契
軍

・
唐
軍
は
適
材
適
所
で
突
厥

軍
に
応
戦
し
た
。
突
厥

騎
兵
の
馳
突
に
対
し
て
は
、
戦
闘
開
始
時
、
先
鋒
と
し
て
契
丹
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軍

・
契
軍
が
あ
た
り
、
そ
の
間
、
唐
軍
は
堅
陣
を
保
持
し
て
英
気
と
士
気
を
温
存
し
た
。
そ
し
て
戦
闘
中
盤
、
突
厥

軍

が
契
丹
軍

・
奚
軍
相

手

の
激
戦
で
疲
弊
し
切

っ
た
と
こ
ろ
に
新
手
の
唐
軍
が
攻
め
か
か
り
、
と
ど
め
を
さ
し
た
。
玄
宗
の
指
示
に
従

っ
て
、
契
丹
軍
と
奚

軍
は
先

陣
を
切

っ
て
突
厥

軍
と
交
戦
し
、
敗
走
す
る
突
厥

軍
に
対
し
て
も
追
撃
戦
を
し
か
け
た
。
泥
禮
も
李
帰
国
も
、
唐
に
対
す
る
忠
誠
の
証
を
示

す
た
め
、
突
厥

相
手
の
戦
闘
で
奮
戦
に

つ
と
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
65
)

敗
北
し
た
突
厥

軍
は
、
俘
誠
数
十
万
を
数
え
、
宰
相
ク
ラ
ス
の
要
人
も
戦
死
す
る
な
ど
甚
大
な
損
害
を
出
し
て
退
却
し
た
が
、
玄
宗
は
突

厭
軍
を

深
追

い
せ
ず
、
登
利
可
汗
と
の
和
平
を
果
た
し
て
い
る
。
激
突
し
た
唐
と
突
厥

が
、
す
ん
な
り
と
和
睦

で
き
た
背
景
に
関
し
て
も

『曲
江
集
』
が
手
掛
か
り
を
与
え

て
く
れ
て
い
る
。
『曲
江
集
』
巻

=

「勅
突
厥

可
汗
書

(第

二
首
)
」
に
は
、

突
騎
施
は

(中
略
)
近
日
以
来
、
あ
え
て
徳
に
背
く
。
児

(11
登
利
可
汗
)
の
意
も
ま
た
、
こ
れ
を
破
ら
ん
と
欲
す
る
を
知
る
。

(中
略
)

(
66
)

児
が
も
し
兵
を
総
べ
て
西
行
す
る
な
ら
ば
、
朕
も
即
ち
出
師
し
て
あ

い
応
ぜ
ん
。

と
見
え

、
玄
宗
が
登
利
に
向
か

っ
て
対
突
騎
施
戦

へ
の
共
闘
を
呼
び
か
け

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

(76
)

突
騎
施
の
蘇
緑
は
、
開
元
二
一二
年

一
〇
月
、
北
庭
と
安
西
都
護
府
を
襲
撃
し
た

の
で
、
玄
宗
は
突
騎
施
を
危
険
視
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う

が
、
突

騎
施
の
動
向
も
さ
る
事
な
が
ら
、
玄
宗
が
よ
り
強
く
意
識
し
て
い
た
の
は
吐
蕃

の
動
向
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
吐
蕃
は
過
去
に
少

(68
)

な
く
と
も
二
度

(開
元
五
年
と
開
元

一
五
年
)、
突
騎
施
と
連
合
し
て
安
西
都
護
府
を
襲
撃
し
て
お
り
、
こ
の
前
年

(開
元
二
二
年
)
に
は

(69
)

吐
蕃
が
王
女
を
蘇
緑
に
嫁
が
せ
て
い
る
の
で
、
こ
の
当
時
の
吐
蕃
と
突
騎
施
は
強

い
同
盟
関
係
に
あ

っ
た
。
そ
れ
故
、
玄
宗
は
吐
蕃

・
突
騎

施
連
合
を

牽
制
す
る
た
め
に
も
突
厥

と
は
連
繋
す
る
必
要
が
あ
り
、
北
東
方
面
に
お
け
る
突
厥

の
背
信
行
為
に
対
し
て
は
目
を

つ
ぶ
る
事
に

し
た
と
推

察
さ
れ
る
。

一
方
、
突
厥

の
登
利
可
汗
も
、
契
丹
遠
征

の
失
敗
が
仇
と
な

っ
て
国
力
と
威
信
を
損
ね
た
た
め
、
以
後
は
唐
に
逆
ら

(
70
)

わ
ず
、

む
し
ろ
唐
と

の
絹
馬
交
易
を
活
発
化
し
て
国
力

の
回
復
に
つ
と
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。



(二
)
突
厥

に
よ
る
契
丹
征
伐
の
理
由

登
利
可
汗
は
、
な
ぜ
父
の
暗
殺
直
後
、
無
理
を
押
し
て
契
丹
に
侵
攻
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『曲
江
集
』
巻
九

「勅
渤
海
王
大
武
芸
書

(第

(71
)

二
首
)
」

に
よ
れ
ば
、
唐
側
は
、
突
厥

は
契
丹

・
奥

へ
の
復
讐
が
動
機
で
遠
征
に
及
ん
だ
と
分
析
し
て
い
る
。
そ
れ
も
あ
ろ
う
が
、
筆
者
は
、

契
丹
征
伐
に
は
諸
族

へ
の
見
せ
し
め
の
意
味
も
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。

二
代
目
可
汗
黙
畷
の
老
衰
よ
り
横
死
に
か
け
て
、
契
丹

・
奚
以
外
に
も
カ
ル
ル
ク

・
キ
ル
ギ
ス
等
の
諸
族
が
唐
に
帰

順
し
た
。
第

一
可
汗

国
滅
亡
前
に
も
、
唐
は
契
丹
や
鉄
勒
諸
部
を
突
厥

か
ら
切
り
離
し
、
突
厥

を
孤
立
さ
せ
て
か
ら
討
滅
戦
に
着
手
し
た
。
登
利
可
汗
は
お
そ
ら

く
、
契

丹

・
契

の
離
反
を
見
逃
せ
ば
、
支
配
下
の
諸
族
も
連
鎖
的
に
離
反
す
る
の
で
は
な

い
か
と
危
惧
し
、
無
理
を
承
知
で
契
丹

・
奚
へ
の

征
伐
を

敢
行
し
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

お

わ

り

に
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契
丹

は
、
突
厥

第
二
可
汗
国

の
興
亡
に
大
き
な
関
わ
り
を
持

っ
て
い
た
。
再
興
問
も
な
い
突
厥

は
、
契
丹
の
反
乱

(
六
九
六
～
六
九
七
年
)

を
征
伐

す
る
過
程
で
勢
力
を
拡
大
し
、
唐
を
圧
迫
す
る
ほ
ど
に
強
大
化
し
た
。

つ
ま
り
、

一
面
で
は
、
契
丹
は
突
厥

に
服
属
し
た
事

で
第
二

可
汗
国

の
隆
盛
に
大
き
く
寄
与
し
た
と
言
え
る
。
そ
の

一
方
で
、
契
丹
は
第

二
可
汗
国

の
衰
退
に
も
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
。
突
厥

は
、
唐

と
連
繋
し
た
契
丹
軍
に
二
度
も
大
敗
し
た
事
で
、
か
え

っ
て
国
運
を
傾
け
る
結
果
に
な

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
後

、
突
厥

第

二
可
汗
国
が
滅
亡

(七
四
四
年
)
す
る
と
、
契
丹
は
、
突
厥

に
代
わ

っ
て
モ
ン
ゴ
リ
ア
の
覇
者
と

な

っ
た
ウ
イ
グ
ル
に

服
従
し

た
。
し
か
し
、
ウ
イ
グ
ル
が
崩
壊

(八
四
〇
年
)
し
、
唐
も
滅
亡

(九
〇
七
年
)
し
て
中
国
本
土
に
五
代
十
国

の
分
裂
時
代
が
到
来

す
る
と

、
こ
の
混
乱
期
を
好
機
と
捉
え
た
耶
律
阿
保
機
は
契
丹
諸
族
を
統

一
し
、
九

一
六
年
、
即
位
し
て
契
丹
国
を
建
国
し
た
。
そ
の
後
、

契
丹
は
九
四
七
年
に
国
号
を
遼
と
改
め
、
本
格
的
に
中
華
世
界
に
乗
り
出
し
、
最
初
の
征
服
王
朝
と
し
て
世
界
史
上

で
の
大
き
な
流
れ
を



18

作

っ
て

い
っ
た
。

本
稿

で
も
見
た
よ
う
に
、
七
世
紀
か
ら
八
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
契
丹
は
、
唐

・
突
厥
の
二
大
強
国
の
狭
間
に
あ

っ
て
苦
渋
を
強
い
ら
れ

る
事
も
あ

っ
た
が
、
別
の
見
方
を
す
れ
ば
、
中
華
文
明
と
遊
牧
勢
力
の
双
方
に
流
動
的
に
帰
属
す
る
事
で
、
両
者
の
文

化

・
外
交

・
統
治
体

制
に
関
す

る
多
く

の
知
識
と
経
験
を
集
約
的
に
享
受
で
き
た
と
も
言
え
る
。
そ
れ
ら

の
長
期
間
に
わ
た
る
蓄
積
が
、
征

服
王
朝

の
基
盤
を
形

成
し
て

い
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

註(-
)
『旧
唐
書
』
巻

一
九
九

・
契
丹
伝
、
『新
唐
書
』
巻
二

一
九

・
契
丹
伝
。

(2
)
契
丹

・
奚
の
郡
王
号
に
関
し
て
は
、
金
子
修

一

「唐
代
の
異
民
族
に
お
け
る
郡
王
号
-
契
丹

・
奚
を
中
心
に
し
て
ー
」

(『階
唐

の

国
際
秩
序
と
東
ア
ジ
ア
』
名
著
刊
行
会
、
二
〇
〇

一
年
)
、
契
丹

・
異

へ
の
公
主
の
降
嫁
に
つ
い
て
は
、
長
沢
恵

「中
国
古
代

の
和

蕃
公
主
に
つ
い
て
」
(
『海
南
史
学
』
二

一
、

一
九
八
三
年
、
三
二
～
三
六
頁
)
、
日
野
開
三
郎

「唐
代

の
和
蕃
公
主
」
(
『東
洋
史
学

論
集

・
第
九
巻

〈北
東

ア
ジ
ア
国
際
交
流
史

の
研
究

・
上
〉』
三

一
圭
旦
房
、

一
九
八
四
年
)
を
参
照
。

(3
)
松
井
等

「契
丹
勃
興
史
」
(『満
鮮
地
理
歴
史
研
究
報
告
』
第

一
、

一
九

一
五
年
)
。
田
村
実
造

「唐
代
に
於
け

る
契
丹
族

の
研
究
」

(『満
蒙
史
論
叢
』
第

一
、

一
九
三
八
年
)
、
「遼
朝
建
国
前
の
キ
タ
イ
族
」

(『中
国
征
服
王
朝

の
研
究
』
上
巻
、
東
洋
史
研
究
会
、

一

九
六
四
年
)
。
愛
宕
松
男

『契
丹
古
代
史

の
研
究
』
(東
洋
史
研
究
会
、

一
九
五
九
年
)
。
日
野
開
三
郎

「
突
厥
黙
啜
可
汗
の
興
亡
と
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小
高
句
麗
国
」
「
突
厥
黙
啜
可
汗
と
唐

・
玄
宗
と
の
対
立
と
小
高
句
麗
国
」
(
『東
洋
史
学
論
集

・
第
八
巻

〈小
高
句
麗
国
の
研
究
〉
』

三

一
書
房
、

一
九
八
四
年
)
。
古
畑
徹

「唐
渤
紛
争

の
展
開
と
国
際
情
勢
」
(
『集
刊
東
洋
学
』
五
五
、

一
九
八
六
年
)
、
「張
九
齢
作

『勅
渤
海
王
大
武
芸
書
』
と
唐
渤
紛
争
の
終
結
」

(
『東
北
大
学
東
洋
史
論
集
』
三
、

一
九
八
八
年
。
以
下
、
「唐

渤
紛
争
の
終
結
」
と

略
す
)
。

(4
)
契
丹
人
の
名
前

の
表
記
は
史
料
に
よ

っ
て
異
な
る
。
例
え
ば
、
可
突
干
は
、
『旧
唐
書
』
巻

一
九
九

・
契
丹
伝
、
『新
唐
書
』
巻
二

一
九

・
契
丹
伝
、

『冊
府
元
亀
』

『唐
会
要
』

で
可
突
干
、
『旧
唐
書
』
巻
八

・
玄
宗
紀
、
『資
治
通
鑑
』

で
可
突
干
、
泥
禮
は

『旧
唐

書
』

『新
唐
書
』
契
丹
伝
で
泥
禮
、
『資
治
通
鑑
』

『曲
江
集
』
で
浬
禮
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
で
も
見

解
が
異
な
る
。
松
井
等

「契
丹
勃
興
史
」

二
七
三
～
二
七
四
頁
の
注
二
入
、
田
村
実
造

「遼
朝
建
国
前
の
キ
タ
イ
族
」

一
〇
七
頁
の

注
二
二
、
愛
宕
松
男

『契
丹
古
代
史
の
研
究
』
二
七

一
頁
の
注
二
を
参
照
。

(5
)
相
関
図
お
よ
び
本
文
の
年
月
は
、
当
時
の
史
料
に
従

っ
て
陰
暦
で
表
し
た
。

(6
)
『資
治
通
鑑
』
巻
二
〇
二

・
調
露
元
年

一
〇
月
壬
子
条
。

(7
)
李
尽
忠
は
、
李
窟
寄

(貞
観

二
二
年
に
唐
に
帰
順
し
、
太
宗
よ
り
李
姓
を
賜
わ

っ
た
契
丹

の
首
領
)
の
孫

で
、
孫
万
栄

の
妹
を

嬰

っ
て
い
た
。
孫
万
栄
は
、
孫
赦
曹

(武
徳
四
年
に
唐
に
内
附
し
た
契
丹
別
部
の
首
領
)
の
曾
孫
。

(8
)
『旧
唐
書
』
巻

一
九
六

・
吐
蕃
伝
、
『新
唐
書
』
巻
一
二

六

・
吐
蕃
伝
、
『資
治
通
鑑
』
巻
二
〇
五

・
万
歳
通

天
元
年
三
月
壬
寅
条
。

菅
沼
愛
語

・
菅
沼
秀
夫

「七
世
紀
後
半
の

「唐

・
吐
蕃
戦
争
」
と
東
部

ユ
ー
ラ
シ
ア
諸
国
の
自
立

へ
の
動
き
ー
新
羅
の
朝
鮮
半
島
統

一
・
突
厥
の
復
興

・
契
丹
の
反
乱

・
渤
海

の
建
国
と
の
関
連
性
ー
」

(『史
窓
』
六
六
、
二
〇
〇
九
年
)

=
二
～

一
四
頁
。

(9
)
『資
治
通
鑑
』
巻
二
〇
五

・
天
冊
万
歳
元
年

一
〇
月
条
。

(10
)
『旧
唐
書
』

『新
唐
書
』
契
丹
伝
、
『資
治
通
鑑
』
巻
二
〇
五

・
万
歳
通
天
元
年
五
月
壬
子
条
～
神
功
元
年
六
月
条
。
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(11
)
『旧
唐
書
』
巻

一
九
四

・
突
厥
伝
、
『新
唐
書
』
巻
一
=

五

・
突
厥
伝
、
『旧
唐
書
』
『新
唐
書
』
契
丹
伝
な
ど
。

(12
)
松
井
等

「契
丹
勃
興
史
」

一
六
二
頁
、
日
野
開
三
郎

「
突
厥
黙
啜
可
汗
の
興
亡
と
小
高
句
麗
国
」

=
壬
二
頁
、
菅
沼
愛
語

・
菅
沼

秀
夫

「七
世
紀
後
半

の

「唐

・
吐
蕃
戦
争
」
と
東
部

ユ
ー
ラ
シ
ア
諸
国
の
自
立

へ
の
動
き
」

一
四
～

一
五
頁
。

(13
)
『旧
唐
書
』
巻

一
九
九

・
奨
伝
、

『新
唐
書
』
巻
二

一
九

・
奨
伝
、
『資
治
通
鑑
』
巻
二

一
〇

・
先
天
元
年
六
月
庚
申
条
。

(14
)
『旧
唐
書
』
巻

一
九
四

・
突
厥
伝
、
『新
唐
書
』
巻

二

一
五

・
突
厥
伝
、
『資
治
通
鑑
』
巻
二

一
一
・
開
元
二
年
九
月
壬
子
条
、
開

元
三
年
正
月
～
二
月
条
、
開
元
四
年
六
月
癸
酉
条
。

(15
)
李
失
活
は
、
李
尽
忠
の
従
父
弟
。

(16
)
契
丹
と
婁
が
唐
に
内
附
し
た
時
期
は
史
料
に
よ
っ
て
異
な
り
、

『旧
唐
書
』
契
丹
伝
は
開
元
三
年
、

『新
唐
書
』
契
丹
伝
は
開
元
二

年
、
『資
治
通
鑑
』
巻
二

=

は
開
元
四
年
と
す
る
。
愛
宕
松
男
氏

(『契
丹
古
代
史
の
研
究
』
二
三
一二
頁
の
注

六
)
は
、
開
元
四
年

の
黙
啜

の
敗
死
と
そ

の
後

の
突
厥

の
混
乱
が
、
契
丹

・
契

の
唐

へ
の
内
附
の
契
機
に
な

っ
た
と
考
察
し
て
い
る
。

(17
)
李
失
活
は
松
漠
郡
王

・
松
漠
都
督
に
封
じ
ら
れ
て
永
楽
公
主
が
降
嫁
し
、
李
大
酷
は
饒
楽
郡
王

・
饒
楽
都
督

に
封
じ
ら
れ
て
固
安

公
主
が
降
嫁
し
た
。

(18
)
『唐
会
要
』
巻
七
三

・
営
州
都
督
府
、
康
楽

『唐
代
前
期
的
辺
防
』

(国
立
台
湾
大
学
出
版
委
員
会
、

一
九
七
九
年
)

一
一
八
頁
の

「本
朝
沿
辺
九
節
度
使
職
権
轄
区
及
所
領
軍
鎮
略
表
」。

(19
)
『冊
府
元
亀
』
巻
九
八
六

・
外
臣
部

・
征
討
五

・
開
元
六
年
二
月
条
、

『全
唐
文
』
巻
二

一

「征
突
厥

制
」
。

(20
)
『旧
唐
書
』

『新
唐
書
』
契
丹
伝
、
『資
治
通
鑑
』
巻
二

一
二

・
開
元
六
年
五
月
条
。

(21
)

『旧
唐
書
』
巻
九
三

・
王
唆
伝
、
『新
唐
書
』
巻

一
=

・
王
峻
伝
、
内
藤
み
ど
り

「
突
厥
に
よ
る
北
庭
の
バ

ス
ミ
ル
攻
撃
事
件
」

(『東
洋
学
報
』
八

一
・
四
、
二
〇
〇
〇
年
)
五
九
四
～
五
九
五
頁
、
六
〇
三
頁
。
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(22
)
『旧
唐
書
』
巻

一
九
四

・
突
厥
伝
、

『新
唐
書
』
巻
二

一
五

・
突
厥
伝
、
内
藤
み
ど
り

「
突
厥
に
よ
る
北
庭
の
バ
ス
ミ
ル
攻
撃
事
件
」

五
九
三
～
五
九
四
頁
。

(23
)
田
村
実
造
氏
は
、
可
突
干
の
謀
反
に
よ

っ
て
契
丹
と
唐
の
関
係
が
悪
化
し
た
た
め
に
、
突
厥

挟
撃
計
画
は
失

敗
し
た
の
で
あ
ろ
う

と
考
察
し
て
い
る
。
「唐
代
に
於
け
る
契
丹
族

の
研
究
」
三
二
頁
、
「遼
朝
建
国
前
の
キ
タ
イ
族
」
八
四
～
八
五
頁
。

(24
)
岩
佐
精

一
郎

「
突
厥
砒
伽
可
汗
碑
文
の
紀
年
」

(『岩
佐
精

一
郎
遺
稿
』
東
京
、

一
九
三
六
年
)
二
〇
七
頁
。

(25
)
『旧
唐
書
』
『新
唐
書
』
婁
伝
に
よ
れ
ば
、
契
丹
の
反
乱

(六
九
六
～
六
九
七
年
)
以
後
、
契
丹
と
契
は
両
蕃
と
称
さ
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
。

(26
)
宋
慶
礼
は
、
営
州
都
督
府
復
置
を
進
言
し
、
営
州
都
督
と
な

っ
て
営
州
の
再
興
に
力
を
尽
く
し
た
。
『旧
唐
書
』
巻

一
八
五

・
下

・

宋
慶
礼
伝
、
『新
唐
書
』
巻

コ
ニ
○

・
宋
慶
礼
伝
。

(27
)
『旧
唐
書
』

『新
唐
書
』
契
丹
伝
、
『資
治
通
鑑
』
巻
二

一
二

・
開
元
八
年
条
。

(28
)
『旧
唐
書
』
突
厥

伝
、

『冊
府
元
亀
』
巻
九
七
九

・
外
臣
部

・
和
親
。
護
雅
夫

「
突
厥
と
階
唐
両
王
朝
」

(『古

代
ト
ル
コ
民
族
史
研

究
1
』
山
川
出
版
社
、

一
九
六
七
年
)
二
〇
〇
頁
、
拙
稿

「唐
玄
宗

「御
製
御
書
」
閾
特
勤
碑
文
考
-
唐

・
突
厥

・
吐
蕃
を
め
ぐ
る

外
交
関
係

の
推
移
1
」

(『史
窓
』
五
八
、
二
〇
〇

一
年
)
三
三

一
頁
。

(29
)
小
野
川
秀
美

「
突
厥
碑
文
訳
註
」

(『満
蒙
史
論
叢
』
四
、

一
九
四
三
年
)
六
三
頁
、

=
二
七
頁
の
注

一
五
九
、
岩
佐
精

一
郎

「突

厥
砒
伽
可
汗
碑
文
の
紀
年
」
二
〇
八
頁
。

(30
)
同
様
の
記
述
は

『唐
会
要
』
巻
六

・
和
蕃
公
主

・
固
安
公
主
伝
に
も
見
え
る
。

(31
)
『曲
江
集
』
巻
九

「勅
奚
都
督
李
帰
国
書

(第

一
首
)」
に
、
「近
得
守
珪
表
称
、
契
衙
官
褥
雲
軌
構
異
謀
、
捲
間
部
落
、
兼
蔵
突
厥

、

伍
欲
図
卿
…
…
聞
巳
詠
勇
」
と
あ
る
。
零
仲
勉

『
突
厥
集
史

・
上
冊

〈零
仲
勉
著
作
集
〉』

(中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
)
四
四
五
頁
、
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古
畑
徹

「唐
渤
紛
争
の
終
結
」
四
七
頁
。

(32
)
『資
治
通
鑑
』
巻
二

一
二

・
開
元
九
年
条
、
巻
二

=
二
・
開
元

一
四
年
四
月
辛
丑
条
。
康
楽

『唐
代
前
期
的
辺
防
』

一
一
八
頁
。

(33
)
『資
治
通
鑑
』
巻
二

=
二
・
開
元

一
五
年
九
月
丙
戌
条
、

『冊
府
元
亀
』
巻
九
九
九

・
外
臣
部

・
互
市

・
開
元

一
五
年
条
に
よ
れ
ば
、

ビ
ル
ゲ
は
大
臣

の
梅
録
啜

を
唐
に
派
遣
し
、
吐
蕃

の
書
状
を
献
上
し
た
。
拙
稿

「唐
玄
宗

「御
製
御
書
」
闕

特
勤
碑
文
考
」
三
三
六

頁
。

(34
)
『旧
唐
書
』
『新
唐
書
』
突
厭
伝
、
拙
稿

「唐
玄
宗

「御
製
御
書
」
閾
特
勤
碑
文
考
」
三
三

一
頁
。

(35
)
田
村
実
造

「遼
朝
建
国
前

の
キ
タ
イ
族
」
八
五
～
八
六
頁
。

(36
)
『旧
唐
書
』
契
丹
伝
。

(37
)
李
吐
子
は
、
李
諺
干
の
弟
。
開
元

一
二
年
に
李
鬱
干
が
病
死
す
る
と
、
兄

の
官
爵
を
継
承
し
、
兄
の
妻
燕
郡
公
主
を
娶
っ
た

。
可

突
干
と
の
不
和
が
原
因
で
唐
に
亡
命
し
た
李
吐
干
が
、
帰
国
し
よ
う
と
し
な
か

っ
た
の
で
、
玄
宗
は
吐
干
を
遼

陽
郡
王
に
封
じ
、
宿

衛
と
な
し
た
。

(38
)
李
郡
固
は
、
李
尽
忠
の
弟
。
開
元

一
四
年
、
東
華
公
主
が
降
嫁
し
た
。

(39
)
『旧
唐
書
』

『新
唐
書
』
契
丹
伝
、

『資
治
通
鑑
』
巻

二

=
二
・
開
元

一
八
年
条
な
ど
。
尚
、
奨
王
の
李
魯
蘇

は
、
奨
の
民
を
統
御

す
る
事
が
で
き
ず
に
楡
関
に
逃
走
し
、
東
光
公
主

(李
魯
蘇
の
妻
)
と
東
華
公
主

(李
郡
固
の
未
亡
人
)
も
営

州
の
平
盧
軍
に
避
難

し
た
。

(40
)
零
仲
勉

『突
厭
集
史

・
上
冊
』
四
三
四
～
四
三
入
頁
、
古
畑
徹

「唐
渤
紛
争

の
展
開
と
国
際
情
勢
」
二
〇
～
二

一
頁
。

(41
)
『旧
唐
書
』
巻
七
六

・
信
安
王
偉
伝
、
『新
唐
書
』
巻
八
〇

・
信
安
王
緯
伝
。

(42
)
『旧
唐
書
』
巻
八

・
玄
宗
紀
、

『新
唐
書
』
巻
五

・
玄
宗
紀
、
『資
治
通
鑑
』
巻
二

=
二
・
開
元
二
〇
年
三
月
条
。
尚
、
会
戦
場
を
、
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『旧
唐
書
』
玄
宗
紀
は
幽
州
の
北
山
で
あ

っ
た
と
す
る
が
、
『新
唐
書
』
玄
宗
紀
は
葡
州
で
あ

っ
た
と
す
る
。

(43
)
『文
苑
英
華
』
巻
六
四
七

「破
契
丹
露
布
」
に

「
突
厥
分
兵
、
助
為
聲
勢
、
官
軍
既
会
、
万
弩
斉
発
、
逆
順
不
敵
、
賢
王
失
陣
」

と
あ
る

(『全
唐
文
』
で
は
聲
勢
が
聲
援
に
な

っ
て
い
る
)
。
賢
王
は
旬
奴

の
左
賢
王

・
右
賢
王
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
援
軍
と
し
て
参

戦
し
た
突
厥

の
将
軍
を
指
し
、
突
蕨
軍
が
唐
軍
と
対
戦
し
て
敗
北
し
た
事
が
わ
か
る
。

(44
)
古
畑
徹

「唐
渤
紛
争

の
展
開
と
国
際
情
勢
」
。

(45
)
『旧
唐
書
』

(玄
宗
紀
、
巻

一
〇
三

・
郭
英
傑
伝
、
契
丹
伝
)
、
『新
唐
書
』

(玄
宗
紀
、
巻

一
三
三

・
郭
英
傑
伝
、
巻

=
二
六

・
鳥

承
砒
伝
、
契
丹
伝
)
、
『資
治
通
鑑
』
巻

二

二
二
・
開
元
二

一
年
閏
三
月
癸
酉
条
、

『文
苑
英
華
』
巻
六
四
七

「破
契
丹
露
布
」
、
ビ
ル

ゲ
可
汗
碑
文
南
面
八
行
目
～
九
行
目

(小
野
川
秀
美

「
突
厥
碑
文
訳
註
」
六
四
頁
、

=
二
七
頁

の
注

一
六
〇
)
。
岩
佐
精

一
郎

「突

厥
蹴
伽
可
汗
碑
文
の
紀
年
」

一
八
〇
頁
、
古
畑
徹

「唐
渤
紛
争
の
展
開
と
国
際
情
勢
」

二
〇
～
二

一
頁
。

(46
)
『文
苑
英
華
』
巻
六
四
七

「破
契
丹
露
布
」
に

「我
行
軍
七
千
…
…
斬
単
干
之
愛
子
」
と
あ
る
。
単
干
は
、

こ
こ
で
は
可
汗
を
指

し
、
唐
軍
が
ビ
ル
ゲ
の
息
子
を
斬
殺
し
た
事
が
わ
か
る
。

(74
)
渤
海

へ
の
対
策
に
関
し
て
は
、
古
畑
徹

「唐
渤
紛
争
の
展
開
と
国
際
情
勢
」
を
参
照
。

(娼
)
護
雅
夫

「
突
厥
と
階
唐
両
王
朝
」
二
〇
六
頁
。

(49
)
『冊
府
元
亀
』
巻
九
七
九

・
和
親
二

・
開
元
三
二
年
四
月
条
。
零
仲
勉
氏

(『
突
厥
集
史

・
上
冊
』
四
三
四
頁
)
は
、
三
二
年
を
二

二
年

の
誤
り
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
護
雅
夫

「
突
厥
と
階
唐
両
王
朝
」

二
〇
二
頁
、
古
畑
徹

「唐
渤
紛
争
の
展

開
と
国
際
情
勢
」

二

六
頁
、
三
三
頁
の
注
五
〇
。

(50
)
零
仲
勉

『突
廠
集
史

・
上
冊
』
四
三
八
頁
、
古
畑
徹

「唐
渤
紛
争

の
展
開
と
国
際
情
勢
」
二
〇
頁
の
表
-
唐

・
契
丹
紛
争
年
表
、

三
二
頁

の
注
二
三
。
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(51
)
『文
苑
英
華
』
巻
六
四
七

「破
契
丹
露
布
」
に

「
突
厥
鋭
而
逃
、
渤
海
憐
催
、
勢
未
敢
出
」
と
あ
る
。

(52
)
『旧
唐
書
』
『新
唐
書
』
突
厥

伝
、
『資
治
通
鑑
』
巻
二

一
四

・
開
元
二
二
年
条
。

(53
)
小
野
川
秀
美

「
突
厥
碑
文
訳
註
」
六
四
頁
～
六
五
頁
、

=
二
八
頁

の
注

一
六
二
。

(54
)
こ
の
前
後
の
事
情
に
関
し
て
は

『旧
唐
書
』
『新
唐
書
』
契
丹
伝
、
『資
治
通
鑑
』
巻
二

一
四

・
開
元
二
二
年

六
月
壬
辰
条
、

一
二

月
乙
巳
条
、
開
元
二
一二
年
条
、
『曲
江
集
』
巻
九

「勅
契
丹
都
督
浬
禮
書

(第

一
首
)」
。
田
村
実
造

「唐
代
に
於
け
る
契
丹
族
の
研

究
」
三
七
頁
、
「遼
朝
建
国
前
の
キ
タ
イ
族
」
八
六
～
八
七
頁
。

(55
)
田
村
実
造

「唐
代
に
於
け
る
契
丹
族

の
研
究
」
三
七
頁
、
「遼
朝
建
国
前

の
キ
タ
イ
族
」
八
七
頁
。

(56
)
『冊
府
元
亀
』
巻
九
七
五

・
外
臣
部

・
褒
異
二

・
開
元

一
四
年

一
一
月
巳
亥
条
。
注
三
三
も
参
照
。

(57
)
論
欽
陵

の
謀
殺
に
関
し
て
は

『資
治
通
鑑
』
巻
二
〇
五

・
万
歳
通
天
元
年
九
月
条
、
佐
藤
長

『古
代
チ
ベ

ッ
ト
史
研
究
』
上
巻

(東
洋
史
研
究
会
、

一
九
五
八
年
)
三
六
二
～
三
六
六
頁
、
悉
諾
遙
恭
禄
の
謀
殺
に
関
し
て
は

『旧
唐
書
』
巻
九

九

・
薫
崇
伝
、
『冊

府
元
亀
』
巻
四

一
一
・
将
帥
部

・
間
諜
を
参
照
。

(58
)
唐
軍
は
、
開
元

一
六
年
正
月
、
吐
蕃
軍
を
曲
子
城
で
撃
破
、
七
月
に
は
青
海
西
の
渇
波
谷
で
吐
蕃
軍
を
大
破

し
、
八
月
に
は
祁
連

城
で
吐
蕃
軍
を
撃
破
し
た
。
開
元

一
七
年
三
月
に
は
、
瓜
州
都
督
の
張
守
珪
が
吐
蕃

の
大
同
軍
を
撃
破
し
、
朔
方
節
度
使

の
信
安

王
緯
は
石
墾
城
を
吐
蕃
よ
り
奪
還
し
た
。
『旧
唐
書
』

『新
唐
書
』
吐
蕃
伝
、

『資
治
通
鑑
』
巻
二

一
三

・
開
元

一
六
年
～
開
元

一
七

年
条
、
『冊
府
元
亀
』
巻
三
五
入

・
将
帥
部

・
立
功

一
一
、
巻
三
六
六

・
将
帥
部

・
機
略
六
、
巻
三
六
九

・
将
帥
部

・
攻
取
二
な
ど
。

尚
、
信
安
王
偉
は
開
元
二
〇
年
、
張
守
珪
は
開
元
二
二
年
に
各

々
契
丹
軍
を
撃
破
し
て
い
る
。
対
吐
蕃
戦
で
の
戦
績
を
評
価
さ
れ
て
、

両
将
は
対
契
丹
戦
に
投
入
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(59
)
ビ
ル
ゲ
の
死
後
、
息
子

の
伊
然
と
登
利
が
相
次
い
で
可
汗
位
を
継
承
し
た
が
、
各
々
の
治
世
期
間
に
つ
い
て
は
史
料
に
よ

っ
て
異
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な
る
。
本
稿
は
護
雅
夫
氏
の
考
証

(「
突
厥
と
階
唐
両
王
朝
」
二
〇
八
頁
、
二
二
二
頁
の
注
六

一
)
に
従

い
、
開
元
二
三
年
の
時
点

で
の
可
汗
を
登
利
と
し
た
。
尚
、
登
利
は
登
里
と
も
記
さ
れ
る
。

(60
)
零
仲
勉
氏
は

『
突
厥
集
史

・
上
冊
』
に
お
い
て

『曲
江
集
』

に
残
る
玄
宗
の
勅
書
を
整
理
し
て
発
布
時
期
等

を
考
証
し
、
古
畑
徹

氏
は

「唐
渤
紛
争
の
終
結
」
で
、
勅
書
を
利
用
し
て
唐

・
渤
海
紛
争

の
終
結
を
論
考
し
て
い
る
。
二
度
の
戦

い
に
関
し
て
は
、
古
畑

徹

「唐
渤
紛
争
の
終
結
」
四
五
頁
の
表
四
を
参
照
。

(61
)
『曲
江
集
』
巻

=
二

「論
東
北
軍
未
可
軽
動
状
」
に

「李
栓
使
廻
、
虜
亦
具
云
東
下
」
、
巻
八

「勅
幽
州
節
度
使
張
守
珪
書

(第
三

首
)
」
に

「近
有
降
人
云
、
虜
騎
東
下
、
其
数
梢
衆
」
と
あ
り
、
突
厥

軍
が
、
東
す
な
わ
ち
契
丹
に
向
け
て
出
撃

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

零
仲
勉

『
突
厥
集
史

・
上
冊
』
四
四
二
～
四
四
三
頁
。

(62
)
注
三

一
を
参
照
。

(63
)
『曲
江
集
』
巻
九

「勅
渤
海
王
大
武
芸
書

(第
二
首
)
」
に

「近
得
卿
表
、
云
突
厥

遣
使
求
合
擬
打
両
蕃
…
…
卿
但
不
従
、
何
妨
有

使
擬
行
執
縛
」
と
あ
る
。
渤
海
王
の
大
武
芸
は
、
突
厥

が
下
し
た
契
丹

へ
の
出
撃
命
令
を
拒
絶
し
た
の
み
な
ら
ず
、
突
蕨
の
使
者
を

捕
縛
し
て
唐
に
献
上
し
、
玄
宗
に
忠
誠
心
を
示
し
て
唐
と

の
和
睦
を
は
か

っ
た
。
石
井
正
敏

「張
九
齢
作

「勅
渤
海
王
大
武
芸
書
」

に

つ
い
て
」

(『朝
鮮
学
報
』

一
一
二
、

一
九
八
四
年
)
七
四
頁
、
『東
ア
ジ

ア
世
界
と
古
代
の
日
本
』

(山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
)

八
二
～
八
三
頁
。

(64
)
『曲
江
集
』
巻
八

「勅
幽
州
節
度
使
張
守
珪
書

(第
三
首
)」
に

「虜
騎
馳
突
、
難
與
争
鋒
、
會
是
乗
其
気
衰

、
然
後
趣
撃

一
戦
、

取
滅
或
在
此
挙
」、
巻
九

「勅
平
盧
使
烏
知
義
書

(第

一
首
)」
に

「契
丹
及
奨
等
、
井
力
合
謀
、
同
破
凶
醜
。
卿
亦
継
進
、
相
與
成

功
。
此
之

一
捷
、
使
其
喪
気
…
…
巳
勅
守
珪
與
卿
計
会
」
、
巻
九

「勅
奨
都
督
李
帰
国
書

(第
二
首
)」
に

「朕
比
聞
突
厥

欲
滅
卿
両

蕃
。
先
勅
守
珪
厳
為
防
護
…
…
卿
可
與
浬
禮
相
為
腹
背
…
…
卿
可
伺
其
帰
師
、
乗
其
喪
気
、
與
諸
将
計
会
、
遂
要
追
襲
、
時
不
可
失
」
、
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巻
九

「勅
松
漠
都
督
浬
禮
書

(第
二
首
)
」
に

「烏
知
義
在
彼
、
宜
與
臨
事
簿
之
…
…
亦
與
計
会
」
、
巻

一
三

「論
東
北
軍
未
可
軽

動
状
」
に

「若
契
丹
等
偶
勝
、
北
虜
勢
衰
、
因
而
乗
之
、
滅
其
大
半
」
、
巻

一
四

「賀
破
突
厥

状
」
に

「使
蕃
騎
先
鋒
、
漢
軍
堅
壁
、

坐
観
成
敗
、
自
戦
蕃
夷
」
と
あ
る
。
零
仲
勉

『
突
厥
集
史

・
上
冊
』
四
四
二
～
四
四
八
頁
。

(65
)
『曲
江
集
』
巻

一
四

「賀
破
突
厥

状
」
に

「契
丹
浬
禮
等
、
前
後
斬
獲
浮
戯
数
十
万
、
突
廠
可
汗
棄
甲
逃
亡
」
、
巻

一
四

「賀
依
聖

料
赤
山
北
無
賊
及
突
厥

要
重
人
死
状
」
に

「陛
下
又
云
、
必
鷹
彼
有
要
重
人
死
、
所
以
即
去
…
…
又
云
、
契
丹
有
蕃
落
人
走
来
云
、

突
厥

之
兵
馬
平
章
事
第

一
人
死
、
所
以
狼
狽
即
去
」
と
あ
る
。
零
仲
勉

『
突
厥
集
史

・
上
冊
』
四
四
四
～
四
四
六
頁
。

(66
)
零
仲
勉

『
突
厥
集
史

・
上
冊
』
四
四
八
～
四
四
九
頁
。

(67
)
『旧
唐
書
』
玄
宗
紀
、

『資
治
通
鑑
』
巻
二

一
四

・
開
元
二
三
年

一
〇
月
戊
申
条
。

(68
)
『旧
唐
書
』
玄
宗
紀
、

『資
治
通
鑑
』
巻
二

一
一
・
開
元
五
年
七
月
条
、
巻
一
=

三

・
開
元

一
五
年
閏
九
月
庚

子
条
。

(69
)
佐
藤
長

『古
代
チ
ベ
ッ
ト
史
研
究
』
四
七
〇
～
四
七

一
頁
。

(70
)
『曲
江
集
』
巻

=

「勅
突
厥

可
汗
書

(第
四
首
)
」
に

「去
歳
将
馬
其
数
倍
多
…
…
往
者
先
可
汗
在
日
、
毎

年
納
馬
不
過
三
四
千

匹
、
馬
既
無
多
、
物
亦
易
辮
、
此
度
所
納
、
前
後

一
万
四
千
…
…
此
後
将
馬
来
納
、
必
不
可
多
、
還
如
先
可
汗
」
、
巻

一
一

「勅
突

厭
可
汗
書

(第
五
首
)」
に

「去
年
所
将
馬
来
前
後
数
倍
、
常
歳
至
於
好
悪
、
未
必
皆
以
児
知
其
中
老
弱
病
患
、
及
躯
格
全
小
、
不

堪
駕
駅
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
登
利
可
汗
が
盛
ん
に
馬
を
献
じ
て
絹
と

の
交
換
を
渇
望
し
て
い
る
事
、
突
厥
が
も
た
ら
す
馬
の

数
が
多
過
ぎ
る
上
に
粗
悪
で
使

い
物
に
な
ら
な

い
事
、
玄
宗
が
困
惑
し
、
登
利
に
対
し
て
ビ
ル
ゲ
時
代
の
約
定

を
守
る
よ
う
諭
し
て

い
る
事
な
ど
が
窺
え
る
。
零
仲
勉

『
突
厥
集
史

・
上
冊
』
四
五
〇
～
四
五

一
頁
。

(71
)
『曲
江
集
』
巻
九

「勅
渤
海
王
大
武
芸
書

(第
二
首
)」
に
は

「奨
及
契
丹
今
既
内
属
、
而
突
厥

私
恨
、
欲
讐
此
蕃
」
と
あ
る
。


